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　昨年の１月号（362号）の研究所だよりを見返してみると、私の場合は、ウクライナ戦争の
ことや日本でも戦争の準備が進められていることに触れていて、新年の挨拶としてはいさ
さか暗い話だったなあと思う。今年も新年早々日本でも能登半島地震や羽田での航空機事
故が起こり、「おめでとうございます」とは素直に言いにくい幕開けとなっている。
　さらに、昨年10月以降のガザ情勢が世界に暗い影を落としており、戦争のない平和な世
界をつくるという、あたりまえの未来への希望さえ失いそうな気持になる。イスラエル軍
の攻撃が長期化するなかで、日本での報道も少なくなっているのが気がかりだが、日々ガ
ザに暮らすパレスチナの人々は住む家を破壊され、食料や燃料、教育や医療を奪われ、虐
殺が続いている。そして、世界は傍観し、攻撃を止めることができない。「私たちはただ見
殺しにしているだけ」と言ったら言い過ぎだろうか。このような不道徳を許しておいて、
未来への明るい希望を語る権利がはたしてあるのかとも思う。
　やはり、新年早々とても暗い話となってしまったが、そのような世界に生きていること
を忘れずに今年も一年働いていくので、どうぞよろしくお願いします。
 利根川 德（専務理事）

　昨年、家族での引っ越しを経験した。生活の変化に子どもたちが慣れず、毎日大変だった。
ある日、息子の小学校の先生から電話があり、何気なく「困ったことはありますか？」と聞
いてみた。すると先生から、「研修が終わった教育実習の先生に手紙を書くという授業の中
で、いわきくんが泣いて嫌がり大変だった」というエピソードを聞かされた。私は驚いて、
息子になぜ嫌だったのか聞いてみた。すると「仲良くない人に手紙を書きたくない」とい
う答えが返ってきた。はじめはよく理解できなかったが、確かにふつうであれば仲良くない
人に手紙は書かない。しかし、一人ひとりがどう思っていようが学校の授業であれば書か
なければいけない。そんな思い込みが私の中にあることに気がついた。これは、働く場で
も同じかもしれない。言われたからやるのではなく、なぜそれをするのか、前例だからとか
そういう決まりだからではなく、少し立ち止まって考えてみることが大事なのかもしれない。
 岩城 由紀子（事務局次長）

　宇宙船地球号（Spaceship Earth）とは、地球上の資源の有限性や、資源の適切な使用につ
いて語るために、地球を閉じた宇宙船にたとえて使う言葉で、建築家のバックミンスター・
フラーが1960年代に提唱した。この概念において、地球は宇宙船、乗組員は人類を含む生
物すべてであり、地球環境があるからこそ、生命が保たれており、地球と生物は運命共同
体だと捉えられている。
　ただでさえ、自然環境は厳しい。地球という惑星のダイナミックな活動を前に、人類は
手も足も出ない。記憶に新しい能登半島地震、東日本大震災の影響は大きく、首都直下型
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地震は今後30年以内に70％の発生確率が公に言われている。それだけでなく、大気中の温
室効果ガスの増加に伴う極端な気象現象により、自然災害は増加傾向にある。27億年前に
シアノバクテリアが誕生してから、長い年月をかけて地中に固定されていた炭素が、産業
革命以降の化石燃料の大量消費により、この200年ほどの間に際限なく大気中に排出され、
大気の平均気温が上がっていることが影響している。
　この、私たちの唯一の宇宙船において、人類が生きていくために手を取り合わないとな
らない理由は沢山ある。あらゆる対抗軸を前に、共に生きるための方法を考え、実践し続
けていきたい。
 荒井 絵理菜（事務局次長）

協同労働　その本義
　ギールケの『ドイツ協同団体法論』Das deutsche Genossenschaftsrecht全四巻を読み返
しながら、協同組合及び労働法の父と評される彼の政治的スタンスが気掛りで、『ドイツの
和平構想』Unsere Friedensplan（1917）を紐解いた。構想は、帝国ドイツにとっての和平で
あり、ヨーロッパ諸国民にとっての和平と所縁のないものであった。
　付言すれば、フランスへの征途（普仏戦争）から復員した彼がブレスラウ大学で教鞭を
とっていた日々、護郷軍の将校（歩兵大尉）として戦陣にあった日々を学生に楽しそうに
語 っ て い た と 学 生 が 証 言 C・Tiwchner, Otto F. von Gierke und die Bedeutung der 
sozialen Verbände für die Erforschung des Mittelalters, S.5. しているが、彼の政治的スタ
ンスはドイツ敗戦後においてなお帝政の熱烈な支持者としてのそれであった。
　彼の思想的真髄には、『法哲学講義』（長谷川　宏訳、592頁他）で開陳される、公民的存在
の最高の具現形態としての軍人というヘーゲルの観念があったことはぬぐい得ない。別言
すれば、軍人精神こそ人間的自由の最高存在である、ということである。
　協同という観念の根底に、かかる意義での軍人精神の観念が言葉と様相を異にしつつも
伏在してはいないという保証はどこにもない。教育勅語にいう「一旦緩急アレハ義勇公ニ
奉シ」という言葉は公・公共・公益が私事に優越し、私事を捨てて顧みない振る舞いこそ
自由の最高の実現であるとの観念に通底するからである。むろん、当該観念に現代的で市
民的装いがこらされても、事態に変わりはない。
　末期のすい臓がんの判定を受け闘病14ヶ月に及ぶが、人生の締めくくりにあたって、協
同労働観念にまつわって喧伝される、宿疴ともいうべき公共・論に対する闘争（第二戦線） 
を完遂しなければならないと決意を掻き立てている、と報告しておきたい。
　我々が把持すべき最高の観念は、人たるに値する生存と調和する生活・労働というもの
だからである。
 島村 博（常勤顧問・主任研究員）
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　2024年の始まりは、またまた入院の話。７時間の大手術だった胃の全摘が済んで、昨年
１年間は「抗がん剤」の年でした。それもさしたる副作用もなく無事済み、医師との約束
通り今年１月４日に入院し鼠蹊ヘルニアの手術（２時間）を行い、無事退院しました。今は
結構、酒を飲み食事も旺盛に過ごしています。
　ところで、昨年から考えるところがあって、『あぶない自分史・私史』なるものを書き始
めました。「はじめに」のさわりは：
　もはや後期高齢者。（確かに）一見順風満帆に見えた経歴の裏に、そう、「あぶないなぁ」
と感じた時も、周りに助けてくれる人がいました。それも必ずと言っていい程。もしかす
ると、私の知らないところにも居たんだろうと思える節もあります。
　もう一つ、活動・運動を始めてから幾つかの根源的信念を持ち続けています。それは、
共産主義の理念を聞いた時感じたのですが、「徹底したヒュマニズムであり、徹底して科学
的である」というものです。考えてみれば、これは人がより良き社会をイメージする、い
わば、行動と思考のインフラであると思うようになりました。「共産主義」の考え方はその
一つであって、全てではなく、実践的に人を結集させるのは、社会正義、社会性と相互信
頼であるのでしょう。
　ということを前提にしつつ、今ここで言わないと、もはや表に出ることもない「史実」。
開き直って、独り善がりであることも恐れず書き綴ったので「あぶない自分史・私史」と
いう標題が相応しいと思った次第です。
　上書きに飽きたら、又はできなくなったら、「完成」です。
 岡安 喜三郎（特任顧問）
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研究所活動日誌（2023.12.16〜2024.1.15）

１6日（土）
１8日（月）

１9日（火）
20日（水）
2１日（木）
22日（金）
25日（月）
26日（火）
27日（水）
28日（木）

4日（木）
6‐7日（土‐日）
8日（月）
9日（火）
１2日（金）

日本社会連帯機構総会・記念フォーラム、埼玉大学寄付講義FW（そらまめ）
日本協同組合学会・常任理事企画担当者会議、キフクトエコストアパパラギ視察
同行、東京南部事業本部所長会議
Pokke団会議、民主主義ユースフェスティバル打ち合わせ
アメリカNWCDCヒアリング（前山理事）
事務局会議、島村顧問インタビュー（大高理事長）
労協連企画運営委員会、センター事業団臨時理事会、株）fog大山貴子さん懇談
労金協会来所、センター事業団臨時理事会
香川大学石井先生来所
センター事業団臨時理事会
仕事納め

（木）仕事始め
JYCフォーラム第18回若者・ひきこもり協同実践交流会 in 岐阜
トトロの森労協設立相談
労協連合同常勤５役会議、協同組合等研究組織自主交流会
センター事業団拡大理事会

12月

１月
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今後の活動予定（2024.1.16〜2.15）

１6日（火）
１7日（水）

１8‐１9日（木‐金）
2１日（日）
23日（火）

23‐24日（火‐水）
24日（水）
25日（木）
26日（金）
27日（土）
28日（日）
29日（月）

30‐3１日（火‐水）
3１日（水）

１日（木）
3日（土）
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）
１3日（火）

東京南部事業本部所長会議
埼玉大学寄付講義
センター事業団全国所長会議
東京南部事業本部123・よい仕事集会
Pokke団会議（大高ゼミ研究発表）
連合会総務経理学習会
常任理事会
本部全組合員会議、事務局会議
労協新聞企画対談（古村副理事×伊藤亜紗×藤原辰史）
日本協同組合学会常任理事会
厚労省周知フォーラム（東日本）、東京中央事業本部よい仕事集会
労協連理事会・賀詞交換会
秋田センター事業団現場視察（利根川・大高）
埼玉大学寄付講義2023年度最終発表、日本総研協同労働研究会

生協総研公開研究会
トトロの森労協設立相談
労協連合同常勤５役会議
労協連企画運営委員会
統合本部協同労働・よい仕事研究交流集会
センター事業団拡大理事会
協同組合等研究組織自主交流会

１月

２月

2023年度理事会日程
第４回３月９日（土）、第５回５月25日（土）、総会６月23日（日）












